
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】意識せずに安心して使用できる流量・温度調節

可能な自動水栓を提供する。

【解決手段】流体を搬送するための流路と、前記流路の

中途に配設され電気信号の入力により前記流路を開閉す

る電磁弁７と、前記電磁弁の開閉動作を制御するための

コントローラ６と、吐出対象物の接近を感知し前記コン

トローラへ電気信号を出力するセンサ５と、前記流路の

中途に配設された湯水混合手段３と、流体を吐出する水

栓本体１とから成り、かつ、前記湯水混合手段より下流

側に高温水吐出規制手段１４を備えていることを特徴と

した自動水栓とした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 体 を 搬 送 す る た め の 流 路 と 、 前 記 流 路 の 中 途 に 配 設 さ れ 電 気 信 号 の 入 力 に よ り 前 記 流 路
を 開 閉 す る 電 磁 弁 と 、 前 記 電 磁 弁 の 開 閉 動 作 を 制 御 す る た め の コ ン ト ロ ー ラ と 、 吐 出 対 象
物 の 接 近 を 感 知 し 前 記 コ ン ト ロ ー ラ へ 電 気 信 号 を 出 力 す る セ ン サ と 、 前 記 流 路 の 中 途 に 配
設 さ れ た 湯 水 混 合 手 段 と 、 流 体 を 吐 出 す る 水 栓 本 体 と か ら 成 り 、 か つ 、 前 記 湯 水 混 合 手 段
よ り 下 流 側 に 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し た 自 動 水 栓 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 は 、 形 状 記 憶 合 金 を 材 料 と す る コ イ ル ば ね と 前 記 コ イ ル ば ね と 連
動 し て 可 動 す る 弁 と で 主 に 構 成 さ れ た 高 温 水 吐 出 規 制 弁 で あ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １
記 載 の 自 動 水 栓 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 湯 水 混 合 手 段 と 前 記 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 と の 間 の 流 路 に 水 抜 き 弁 を 配 設 し た こ と を 特
徴 と し た 請 求 項 ２ 記 載 の 自 動 水 栓 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 と 水 抜 き 弁 と を 水 栓 本 体 に 配 設 し た こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ３ 記
載 の 自 動 水 栓 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 公 共 施 設 お よ び 一 般 家 庭 等 に お い て 使 用 さ れ る 自 動 水 栓 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 自 動 水 栓 は 、 電 磁 弁 と コ ン ト ロ ー ラ と セ ン サ と 湯 水 混 合 水 の 温 度 ・ 流 量 が 調 節 可 能
な 手 動 操 作 レ バ ー を 有 す る 水 栓 本 体 と 自 動 ・ 手 動 切 替 ス イ ッ チ か ら 成 る 。 こ の よ う な 構 成
と す る こ と に よ り 、 自 動 モ ー ド で は セ ン サ 感 知 に よ る 自 動 吐 水 が 可 能 で 、 手 動 モ ー ド で は
電 磁 弁 を コ ン ト ロ ー ラ に て 開 状 態 に 維 持 さ せ る こ と に よ っ て 、 手 動 操 作 に よ り 任 意 に 流 路
を 開 閉 す る こ と や 混 合 水 の 水 量 お よ び 温 度 を 調 節 す る こ と が 出 来 る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 公 平 ６ － ３ ０ ９ ２ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 実 公 平 ６ － ３ ０ ９ ２ ０ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 自 動 水 栓 の 場 合 、 次 に 示 す
よ う に 問 題 が あ る 。
手 動 操 作 レ バ ー が 高 温 位 置 に 設 定 さ れ て い る 場 合 、 そ れ に 気 付 か ず に セ ン サ を 感 知 さ せ 吐
水 さ せ る と 、 思 い が け ず 高 温 の 湯 が 吐 水 し て 使 用 者 が 困 惑 す る お そ れ が あ る 。 特 に 自 動 水
栓 に お い て は 、 使 用 者 が 意 識 を 持 っ て 操 作 す る 一 般 水 栓 と 異 な り 、 手 を 水 栓 に か ざ せ ば す
ぐ に 吐 水 が 行 わ れ る の で 、 高 温 水 吐 水 に 対 す る 配 慮 が 必 須 で あ る こ と は 言 う ま で も 無 い 。
そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 安 心 し て 使 用
で き る 温 度 調 節 お よ び 流 量 調 節 可 能 な 自 動 水 栓 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 発 明 で は 、 流 体 を 搬 送 す る た め の 流 路 と 、 前 記 流 路 の 中 途 に 配 設 さ れ 電 気 信 号 の 入
力 に よ り 前 記 流 路 を 開 閉 す る 電 磁 弁 と 、 前 記 電 磁 弁 の 開 閉 動 作 を 制 御 す る た め の コ ン ト ロ
ー ラ と 、 吐 出 対 象 物 の 接 近 を 感 知 し 前 記 コ ン ト ロ ー ラ へ 電 気 信 号 を 出 力 す る セ ン サ と 、 前
記 流 路 の 中 途 に 配 設 さ れ た 湯 水 混 合 手 段 と 、 流 体 を 吐 出 す る 水 栓 本 体 と か ら 成 り 、 か つ 、
前 記 湯 水 混 合 手 段 よ り 下 流 側 に 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 を 備 え た 自 動 水 栓 と し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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こ の よ う な 形 態 と す る こ と に よ り 、 思 い が け ず 高 温 の 湯 が 吐 水 し て 使 用 者 が 困 惑 す る こ と
が な い 。 そ の た め 、 温 度 設 定 が ど う な っ て い る か を 意 識 せ ず 安 心 し て 自 動 水 栓 を 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ２ の 発 明 で は 、 前 記 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 は 、 形 状 記 憶 合 金 を 材 料 と す る コ イ ル ば ね と 前
記 コ イ ル ば ね と 連 動 し て 可 動 す る 弁 と で 主 に 構 成 さ れ た 高 温 水 吐 出 規 制 弁 で あ る こ と を 特
徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 自 動 水 栓 と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な 形 態 と す る こ と に よ り 、 例 え ば サ ー ミ ス タ の よ う な 電 気 的 温 度 検 出 手 段 を 用 い
た 場 合 と 比 較 し て 電 気 的 制 御 を す る 必 要 が 無 い の で 、 高 温 吐 出 規 制 機 能 付 の 自 動 水 栓 を 安
価 に 提 供 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ３ の 発 明 で は 、 前 記 湯 水 混 合 手 段 と 前 記 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 と の 間 の 流 路 に 水 抜 き 弁 を
配 設 し た こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ２ 記 載 の 自 動 水 栓 と し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う な 形 態 と す る こ と に よ り 、 高 温 水 吐 出 規 制 弁 が 作 動 し 流 路 が 遮 断 さ れ た 後 の 滞 留
高 温 水 を 容 易 に 排 出 す る こ と が 出 来 、 ス ム ー ズ に 正 常 復 帰 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ４ の 発 明 で は 、 前 記 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 と 水 抜 き 弁 と を 水 栓 本 体 に 配 設 し た こ と を 特 徴
と し た 請 求 項 ３ 記 載 の 自 動 水 栓 と し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う な 形 態 と す る こ と に よ り 、 、 高 温 水 吐 出 規 制 弁 が 作 動 し 流 路 が 遮 断 さ れ た 後 の 滞
留 高 温 水 を さ ら に 容 易 に 排 出 す る こ と が 可 能 と な り 、 優 れ た メ ン テ ナ ン ス 性 を 付 加 出 来 る
よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 自 動 水 栓 は 、 流 体 を 搬 送 す る た め の 流 路 と 、 前 記 流 路 の 中 途 に 配 設 さ れ 電 気 信 号
の 入 力 に よ り 前 記 流 路 を 開 閉 す る 電 磁 弁 と 、 前 記 電 磁 弁 の 開 閉 動 作 を 制 御 す る た め の コ ン
ト ロ ー ラ と 、 吐 出 対 象 物 の 接 近 を 感 知 し 前 記 コ ン ト ロ ー ラ へ 電 気 信 号 を 出 力 す る セ ン サ と
、 前 記 流 路 の 中 途 に 配 設 さ れ た 湯 水 混 合 手 段 と 、 流 体 を 吐 出 す る 水 栓 本 体 と か ら 成 り 、 か
つ 、 前 記 湯 水 混 合 手 段 の 下 流 側 に は 、 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 に 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 で あ る 自 動 水 栓 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
図 ２ は 、 高 温 水 吐 出 規 制 弁 １ ４ の 詳 細 お よ び 挙 動 図 で あ る 。
図 ３ は 、 第 ２ 実 施 形 態 で あ る 自 動 水 栓 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
図 ４ は 、 第 ３ 実 施 形 態 で あ る 自 動 水 栓 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 自 動 水 栓 は 、 給 湯 口 ９ お よ び 給 水 口 １ ０ に そ れ ぞ れ 接 続
さ れ た 湯 を 搬 送 す る 給 湯 管 １ １ お よ び 水 を 搬 送 す る 給 水 管 １ ２ と 、 こ の 給 湯 管 １ １ お よ び
給 水 管 １ ２ に 接 続 さ れ 湯 お よ び 水 を 混 合 し 温 度 お よ び 流 量 を 調 節 す る 手 動 レ バ ー ２ 付 き の
温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体 ３ と 、 温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体 ３ か ら の 混 合 水 を 水 栓 本 体 １ へ 搬 送 す
る 混 合 水 管 １ ３ と 、 こ の 混 合 水 管 １ ３ に 接 続 さ れ 先 端 に 吐 水 口 ４ を 有 す る 水 栓 本 体 １ と 、
か ら 流 路 を 形 成 し て い る 。 こ こ で 、 前 記 温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体 ３ は 、 湯 水 混 合 手 段 と し て
の 役 割 を 担 う 。
な お 、 給 湯 用 の 流 路 は 少 な く と も 給 湯 管 １ １ と 温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体 ３ の 一 部 と か ら 形 成
さ れ 、 給 水 用 の 流 路 は 少 な く と も 給 水 管 １ ２ と 温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体 ３ の 一 部 と か ら 形 成
さ れ 、 混 合 水 用 の 流 路 は 少 な く と も 温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体 ３ の 一 部 と 混 合 水 管 １ ３ と 水 栓
本 体 １ か ら 形 成 さ れ て い る 。
温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体 ３ は 、 そ の 上 部 に 設 置 さ れ た 手 動 レ バ ー ２ を 上 下 左 右 に 動 か し 、 バ
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ル ブ 本 体 内 部 で レ バ ー 回 動 量 に 比 例 し て 流 路 面 積 を 増 減 さ せ 、 ま た 給 湯 流 路 と 給 水 流 路 と
の 面 積 比 率 を 変 化 さ せ る こ と で そ れ ぞ れ 流 量 調 節 と 温 度 調 節 を 行 っ て い る 。
給 湯 管 １ １ お よ び 給 水 管 １ ２ に は そ れ ぞ れ 電 磁 弁 ７ 、 電 磁 弁 ８ が 設 置 さ れ て お り 、 コ ン ト
ロ ー ラ ６ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ か ら 発 信 さ れ る 流 路 開 閉 指
令 に 常 時 備 え て い る 。
セ ン サ ５ が 、 水 栓 本 体 １ の 先 端 に 位 置 す る 吐 水 口 ４ の 上 部 に 所 定 の 感 知 領 域 を 有 し て 配 設
さ れ て い る 。
こ の セ ン サ ５ は 、 電 磁 弁 ７ と 電 磁 弁 ８ と 同 様 に コ ン ト ロ ー ラ ６ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り
、 赤 外 線 を 繰 り 返 し 投 光 し そ の 反 射 光 を 受 光 し コ ン ト ロ ー ラ ６ へ 送 信 す る こ と で 検 出 体 （
例 え ば 手 ） の 接 近 を 監 視 す る と い う 役 割 を 担 っ て い る 。
こ こ で 、 セ ン サ ５ は こ の よ う な 光 学 式 セ ン サ 以 外 に 超 音 波 反 射 式 セ ン サ 等 種 々 の セ ン サ が
代 用 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
ま た 、 セ ン サ ５ の 設 置 位 置 も 水 栓 本 体 １ の 先 端 に 限 ら ず 水 栓 本 体 １ の 腹 部 、 流 調 ・ 温 調 バ
ル ブ 本 体 ３ の 側 面 、 さ ら に は セ ン サ を 専 用 ユ ニ ッ ト と し 水 栓 本 体 １ お よ び 流 調 ・ 温 調 バ ル
ブ 本 体 ３ と 別 設 置 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
セ ン サ ５ が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 感 知 領 域 内 に 検 出 体 の 侵 入 を 検 知 す る と コ ン ト ロ ー ラ ６
へ 信 号 を 送 り 込 み 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ か ら の 命 令 信 号 に よ っ て 電 磁 弁 ７ お よ び 電 磁 弁 ８ が 開
放 さ れ る 。
電 磁 弁 ７ お よ び 電 磁 弁 ８ が 開 放 さ れ る と 湯 お よ び 水 が そ れ ぞ れ 給 湯 管 １ １ お よ び 給 水 管 １
２ を 経 由 し 流 調 ・ 温 調 バ ル ブ 本 体 ３ に 流 入 し て い く 。
バ ル ブ 本 体 内 に 流 入 し た 湯 と 水 は 、 手 動 レ バ ー ２ の 位 置 に 対 応 し た 流 量 お よ び 温 度 で 湯 水
が 混 合 さ れ て 混 合 水 を 形 成 し た 後 、 混 合 水 管 １ ３ を 経 由 し て 水 栓 本 体 １ の 先 端 部 に 配 設 さ
れ た 吐 水 口 ４ か ら 混 合 水 が 吐 水 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
感 知 領 域 内 か ら 検 出 体 が 無 く な る と セ ン サ ５ が コ ン ト ロ ー ラ ６ へ 信 号 を 送 り 込 み 、 コ ン ト
ロ ー ラ ６ か ら の 命 令 信 号 に よ っ て 電 磁 弁 ７ お よ び 電 磁 弁 ８ が そ れ ぞ れ 給 湯 管 １ １ お よ び 給
水 管 １ ２ を 遮 断 し 吐 水 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 形 態 の 自 動 水 栓 に お い て は 、 混 合 水 管 １ ３ の 中 途 に 高 温 水 吐 出 規 制 手 段 と し て 高 温
水 吐 出 規 制 弁 １ ４ を 配 設 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ を 用 い て 、 前 記 高 温 水 吐 出 規 制 弁 １ ４ の 詳 細 お よ び 挙 動 を 説 明 す る 。
高 温 水 吐 出 規 制 弁 １ ４ は 形 状 記 憶 合 金 を 材 料 と す る Ｓ Ｍ Ａ コ イ ル バ ネ １ ４ ａ と 前 記 Ｓ Ｍ Ａ
コ イ ル バ ネ １ ４ ａ に 対 し 常 に 反 力 を 形 成 す る バ イ ア ス バ ネ １ ４ ｂ と 前 記 Ｓ Ｍ Ａ コ イ ル バ ネ
１ ４ ａ と 前 記 バ イ ア ス バ ネ １ ４ ｂ と の 間 に 位 置 し そ れ ぞ れ の バ ネ に 連 動 し て 可 動 す る 弁 体
１ ４ ｃ と 前 記 弁 体 １ ４ ｃ と の 開 口 部 を 流 路 と し て 成 る ケ ー ス 本 体 １ ４ ｄ か ら 構 成 さ れ る 。
図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 水 温 が 約 ５ ０ ℃ 以 下 の 通 常 時 に お い て は 、 Ｓ Ｍ Ａ コ イ ル バ ネ １ ４
ａ の バ ネ 力 よ り も 反 力 を 形 成 す る バ イ ア ス バ ネ １ ４ ｂ の バ ネ 力 の 方 が 勝 り 、 弁 体 １ ４ ｃ と
ケ ー ス 本 体 １ ４ ｄ と の 間 に 開 口 部 を 形 成 し 、 流 路 が 開 状 態 と な る 。 そ し て 、 図 ２ （ ｂ ） に
示 す よ う に 水 温 が 約 ５ ０ ℃ を 超 え る と Ｓ Ｍ Ａ コ イ ル バ ネ １ ４ ａ は そ の バ ネ 力 を 増 し バ イ ア
ス バ ネ １ ４ ｂ の バ ネ 力 を 超 え 弁 体 １ ４ ｃ を 押 し 下 げ 流 路 を 遮 断 す る 。 こ こ で 高 水 温 と し て
の 閾 値 は 約 ５ ０ ℃ に 限 ら ず Ｓ Ｍ Ａ コ イ ル バ ネ お よ び バ イ ア ス バ ネ の 特 性 の 異 な る も の を 用
い れ ば 、 幅 広 く 設 定 で き る こ と は 言 う ま で も 無 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 形 態 と し た こ と に よ っ て 、 流 調 ・ 温 調 バ ル ブ 本 体 ３ よ り 下 流 に 前 記 閾 値 を 超 え
る 高 温 水 が 通 過 し て も 高 温 水 吐 出 規 制 弁 １ ４ が 流 路 を 遮 断 す る の で 、 使 用 者 は 温 度 設 定 に
特 別 な 配 慮 を す る こ と な く 安 心 し て 自 動 水 栓 を 使 用 で き る 。 ま た 、 比 較 的 構 造 が 簡 単 で 特
別 に 電 気 的 な 制 御 も す る 必 要 が な い の で 、 安 価 に 提 供 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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図 ３ を 参 照 し て 、 第 ２ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
本 実 施 形 態 の 自 動 水 栓 に お い て は 、 流 調 ・ 温 調 バ ル ブ 本 体 ３ と 高 温 水 吐 出 規 制 弁 １ ４ と の
流 路 の 中 途 に 水 抜 き 弁 １ ５ を 付 加 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う な 形 態 と し た こ と に よ っ て 、 高 温 水 吐 出 規 制 弁 １ ４ が 作 動 し 吐 水 流 路 が 遮 断 さ れ
た 後 、 流 路 内 に 滞 留 し た 高 温 水 を 前 記 水 抜 き 弁 １ ５ を 開 弁 す る こ と に よ っ て 容 易 に 排 出 す
る こ と が 出 来 、 ス ム ー ズ に 正 常 復 帰 す る こ と が 可 能 と な る 。 水 抜 き 弁 １ ５ は 、 望 ま し く は
高 温 水 吐 出 規 制 弁 １ ４ の 直 近 に 設 置 す る こ が 望 ま し く 、 さ ら に 望 ま し く は 高 温 水 吐 出 規 制
弁 １ ４ 自 体 に 水 抜 き 弁 を 設 け 一 体 化 す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ を 参 照 し て 、 第 ３ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 自 動 水 栓 に お い て は 高 温 水 吐 出
規 制 弁 １ ４ と 水 抜 き 弁 １ ５ を 水 栓 本 体 １ 内 の 吐 水 口 ４ の 直 上 流 に 設 置 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な 形 態 と し た こ と に よ っ て 、 高 温 水 吐 出 規 制 弁 １ ４ が 作 動 し た 場 合 の 滞 留 高 温 水
処 理 作 業 が 、 さ ら に 容 易 に な り 、 優 れ た メ ン テ ナ ン ス 性 を 有 す る 自 動 水 栓 を 提 供 出 来 る 。
す な は ち 、 水 栓 本 体 １ よ り 滞 留 高 温 水 を 排 出 す る こ と が 可 能 と な り 、 そ の ま ま 近 傍 の 洗 面
器 内 に 導 き 排 水 す る こ と が 出 来 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 自 動 水 栓 に お い て は 温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体 ３ の 下 流 側 の 混 合 水
管 １ ３ に 電 磁 弁 ８ を 配 設 し た 。 こ れ に よ っ て 、 本 自 動 水 栓 に お け る 電 磁 弁 数 は 一 つ で 吐 水
・ 止 水 の 機 能 を 果 た す こ と が で き 、 よ り 安 価 な 自 動 水 栓 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
な お 、 こ の 場 合 、 給 湯 管 １ １ と 給 水 管 １ ２ と の そ れ ぞ れ に 圧 力 調 節 弁 も し く は 減 圧 弁 を 設
け て 、 温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体 ３ に 常 に 高 い 給 水 圧 が か か ら な い よ う に し て お く こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 上 記 構 成 に よ り 、 高 温 水 が 流 路 を 通 過 し よ う と し て も 高 温 水 吐 出 規 制 弁 が 流 路
を 遮 断 す る の で 、 思 い が け ず 高 温 の 湯 が 吐 水 し て 使 用 者 が 困 惑 す る こ と が な い 。 そ の た め
、 温 度 設 定 が ど う な っ て い る か を 意 識 せ ず 安 心 し て 自 動 水 栓 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 で あ る 自 動 水 栓 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 高 温 水 吐 出 規 制 弁 １ ４ の 詳 細 お よ び 挙 動 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 形 態 で あ る 自 動 水 栓 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ３ 実 施 形 態 で あ る 自 動 水 栓 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 水 栓 本 体
２ 　 　 　 手 動 レ バ ー
３ 　 　 　 温 調 ・ 流 調 バ ル ブ 本 体
４ 　 　 　 吐 水 口
５ 　 　 　 セ ン サ
６ 　 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
７ 　 　 　 電 磁 弁
８ 　 　 　 電 磁 弁
９ 　 　 　 給 湯 口
１ ０ 　 　 給 水 口
１ １ 　 　 給 湯 管
１ ２ 　 　 給 水 管
１ ３ 　 　 混 合 水 管
１ ４ 　 　 高 温 水 吐 出 規 制 弁
１ ４ ａ 　 Ｓ Ｍ Ａ コ イ ル バ ネ

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-190452 A 2004.7.8



１ ４ ｂ 　 バ イ ア ス バ ネ
１ ４ ｃ 　 弁 体
１ ４ ｄ 　 ケ ー ス 本 体
１ ５ 　 　 水 抜 き 弁

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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